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日本語のヨ・ネとスペイン語表現
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る。そしてヨとネの語義の文頭に，本稿で参照するために，ヨ 1，ヨ 2，ネ 3，ネ 4 のような
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¿no / no es cierto / no es así?」という説明があり，例文が添えてあるが，そのなかに「あな
たは行くのでしょうね」Usted irá, ¿no? / ¿Verdad que irá usted? がある。それに続いて「2［念
押し］ね，上手でしょう［私は］¿(Lo)Ves?, lo hago muy bien.」という語義が出されている。
3 種類の辞書のなかで一番詳しいのは上田ほか（2004）である。この辞書では，まず「ね」
という見出し語で「−ね ¿no?, ya sabes. → ねえ」の記述があり，見出し語「ねえ」で詳しい
説明がある。「ねえ」には 2 種類の見出し語があり，まず「ねえ」では「［注意喚起］（口語）
oye，（口語）mira；［呼びかけ］（口語）pero bueno，（口語）vamos a ver，（口語）hombre，（口
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語 ）mujer，（ 口 語 ）venga，（ 口 語 ）vamos；［ 懇 願 ］por favor；［ 表 現 を や わ ら げ て ］
¿entiendes?」という説明があって，その後に例文が並んでいる。2 番目の見出し語は「−ね
（え）」であり，「①［相手の同意を求めて］¿verdad?, ¿a que sí?，［ラプラタ］¿no es cierto?, 
¿de acuerdo?, ¿entendido?，［スペイン］¿vale?；（否定文の後で）¿a que no?」として例文が続






1.3.2.1. Planas et al.
1993 年に出版された Planas et al. では，ヨもネも 43 課の「特徴付けの語尾」Términos de 
matización で扱われている。ヨについては「文末語としてとても頻繁に使われ，（スペイン語




17 いいよ。Está bien (de acuerdo; vale así).
18 行ってくるよ。Me voy un rato (a la calle, o así).
19 いらないよ。No, no me hace falta. (No, qué va, no lo necesito.)
20 いらないんだよ。Que no lo necesito, (hombre).
21 たくさんあるんだよ。¡Si hay muchísimo!
22 そう言ったよ。Eso dijo, (sí señor).
23 そうなんですよ。Exactamente, ésa es la cosa. (Así es.)
24 たのむよ。Te lo ruego, hombre (anda, sé bueno, es un favor que te pido).
25 残念ですね。Caramba, ¡qué lástima! (¿verdad?)
26 お上手ですねえ。¡Qué bien se le da, eh! (lo hace Vd. estupendo).
例文 17 から 24 までがヨの例文，25 と 26 がネの例文である。Planas et al. は説明の段階で，
ヨは強調の意味を添えるとしてそれに対応するスペイン語表現を指摘しているが，文レベルの
対応では 8 種類の例文の中で 20 に hombre，22 に sí señor を，選択可能という意味で括弧の
中に入れて提示している。そしてネでは 25 で選択肢として ¿verdad? をカッコに入れ，26 で
は文末に ¡eh! を加えている。
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1.3.2.2．Matsuura et al. 









30 いいですね。Qué bien, ¿verdad / no?
31 わかったね。Lo has entendido, ¿verdad?
32 泣かないでね。No llores, ¿eh?
33 ね，ね，ちょっときいて。Oye, oye, escucha.
この教材では，ヨについては日本語文の全体の意味をスペイン語文に対応させていて，ヨに
対応するスペイン語表現を示していないが，ネの場合，文末に付加される時には付加疑問の




ン語版が 2001 年にスペインで出版された。ヨ・ネは第 9 課で扱われている。ヨについては，
話し手が，話し相手は知らないと考える情報について注意を喚起するために文末に加える小辞
（partícula）であると説明され，ネについては，文末におかれる小辞であって，スペイン語の




34 ええ，ありますよ。Sí, la hay.
35 あそこに…がありますね。Allí hay un …, ¿verdad?
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可能性を考察してみよう」という（2013: 26）。
検討された間投詞はスペイン映画 20 本の脚本から収集した 3,461 例である。30 頁に示され
ている表 2「間投詞の用例数」から分かるように，分析対象となる間投詞は 13 種類であるが，
それらが文における位置の文頭・文中・文間，文末・単独に従って分析されている。その使用
頻度から判断して，本稿では，段違いの頻度数になった vocativo（2,585 例）以外の，上位 8
種 類 の ¿no?（180），eh（142），mira（137），oye（120），sabe(s)（98），¿verdad?（84），
entiendes（32），vamos（30）を考慮の対象にすることにする  10）。eh と entiendes は疑問形式
にもなる  11）。
1.3.3.3．野村の対照表










話題維持 ya sabe（s）， ya ves ね（ぇ）
聞き手（個人）を特定 呼びかけ語
文末
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（2.2.2.），守屋（2006）の疑問点 1・2 や「共同作業への志向性」などには仮説 1 が対応してい
る（2.2.3.）。益岡（1991）の提示する「一致型の判断」という考えは仮説 3 と，「対立型の判断」
という考えは仮説 2 と重なっているし（2.3.1.1.），ネの「疑似的一致型の判断」は仮説 3 の間
投詞機能という表現で言い換えることができるであろう（2.3.1.2.）。日本語記述文法研究会
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る。明白にそうであるのはヨ ６（感動詞）とネ ７（感動詞），そしてネ 1（文節末に現れる）で
ある。また，例文はほぼどれも，ヨやネをはずしても文が成立するか，これらの助詞の付かな
い文で言い換えることもできる。発話者はヨ・ネによって自分が相手のウチに属していること
を伝えているのである。それが文脈によって「親しみ」（ヨ 2，ネ 3，ネ 4）と解釈されるが，
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訴える」と説明しているが（2008: 145），この説明が当てはまる使い方のネは例文の 3 番目だ

































小池ほか（2014）では，ネの文末用法で付加疑問の ¿verdad?, ¿no?，文末の念押しに ¿eh?
が挙げられている。付加疑問はネの終助詞的用法に対応するが，¿eh? はその間投詞的用法に
対応するであろう。
有本ほか（2001）では文末の付加疑問の表現形式に ¿no es cierto?, ¿no es así? および文頭の
¿Verdad que…? が加わっている。これらはネの終助詞用法に対応する。また，念押し表現と
して文頭の ¿(lo) ves? が紹介されているが，これはヨの間投詞的用法に準ずる表現であろう。
上田ほか（2004）は，ネエが中心になっていて，それがネにもなる，という解釈に立ってい
る。見出し語の「ねえ」は，少ない例文から判断すると，日本語の文頭用法のネを扱っている
が，スペイン語の文頭表現として oye, mira, pero bueno, vamos a ver, hombre, mujer, venga, 
vamos, por favor が提示されている。これらは文頭のネの間投詞的用法に対応している。ふた
つめの見出し語「ね（え）」は日本語の文末用法のネであり，相手の同意を求めたり，相手に
確かめたりする使い方であるとされている。上記の 2 点の和西辞書では付加疑問として扱われ
たものである。上記以外の表現として ¿a que sí?, ¿a que no?, ¿vale? がある。これらの表現の
ほかに，「ねえ」のところに「表現をやわらげる」ものとして出されている ¿entiendes? も付
加疑問的な機能を果たしていると解釈できる。これらはネの終助詞的用法に対応するであろ
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は 20（カッコのなか）と 24 で hombre を，そして 22 ではカッコのなかに sí señor を入れて
いる。しかし間投詞の hombre だけならば，ヨの間投詞的用法に準ずる表現になる。ネについ
ては，説明文ではその対応表現を明示してはいないものの，例文の 25 ではカッコのなかに付























文末用法では，６ 種類の意味機能が挙げられている。そして 1 番目の「確認の要求」の時だ
けが日本語のネに対応している。その時のスペイン語表現には ¿verdad?, ¿no?, ¿eh? が含まれ
ている。前 2 者はネの終助詞的機能が優勢な用法に類する表現であり，¿eh? はネの間投詞的
用法に対応している。
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Oye のほかに，Pero bueno,; Vamos a ver,; Hombre, などがある  24）。
Matte Bon は oye と同等の談話機能を果たす文頭表現として Perdona，Disculpa（文字通り
の意味なら「許してください」）を挙げている（2005: 287）し，Por favor, ~ にも言及してい
る（2005: 288） 25）。これらの表現も文頭におけるネの間投詞的用法に準ずるものとなろう。
B．文頭のヨ（ヨ 1，ヨ ６）：間投詞的機能が優勢な用法。ヨ ６ は「よお」となりやすい男性
語の用法。これに対応するスペイン語の表現は，上記の「文頭のネ」（A）の場合に準じる。
C．文末のネ（ネ 2）：終助詞的機能が優勢な用法。代表的な表現形式は文末に置かれる付加
疑問の ¿verdad?, ¿no? である。付加疑問と同等の機能を果たしている文末表現には，ほかに 
¿no es cierto?, ¿no es así? 26）や ¿a que sí?（肯定文に付加），¿a que no?（否定文に付加），
¿entiendes? 27）がある。
しかし，スペイン語では文頭表現のなかにも，ネの終助詞的用法に対応するものがある。
Matte Bon が扱っている ¿Verdad que ~?（文字通りの意味は「～は本当ではないか？」）がそ
うであるし（2005: 304） 28），文頭に付加される Ya sabes que ~（「あなたは知っている」）や文
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末に付加される como sabes（「あなたも知っているように」）も対応しよう。
D．文末のヨ（ヨ 3，ヨ 4，ヨ 5）：間投詞的機能が優勢な用法。これには単純な hombre が
対応する  29）。そして次の E の「文末のネ」に対応するスペイン語表現が当てはまる。
E．文末のネ（ネ 3，ネ 4，ネ 5，ネ ６）：間投詞的機能が優勢な用法。交話的な機能を果た
している。文末表現の ¿eh? がそうであろう。また，この用法には上記の A「文頭のネ」のス
ペイン語表現が対応するであろう。
F．文末のヨ（ヨ 2）：終助詞的機能が優勢な用法。この用法に対応するスペイン語の文頭表
現に Creo que…, Me parece que…（「私は思う，私には思われる」） 30）がある。また，ヨの終
助詞的な機能が相手に「この情報・意向をあなたの情報・意向のなかに加えてください」と伝

















   韓さんがいう。彼女はむろん既婚なのだろう。毎日，坊やをひきとりにくるときに，父君の事
務所に寄るという習慣があるのかもしれず，そういう関係が，
  　――となりが，保育園なんです。
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とをお断りしておく。
3） 現代語の語義に限ると，梅棹（1989）にはヨに ７ 種類，ネに 4 種類挙げられている。山田（2007）に
はヨが終助詞（口頭語。「主体の意思・感情・判断・意見などを強く相手に押しつけようとする気持














討する上で参考にするために調べてみた。Alfonso（1974）の場合，ヨを ‘indeed’ とか ‘really’ に対応
させ，ネを付加疑問（tag question）の ‘isn’t that so?’ などと対応させている（1974: 141）。Hamano 
et al.（2011）の場合も，ネは付加疑問に対応しているが（2011:45），ヨについては発話要素としての
形式は挙げられておらず，例文の末部にカッコのなかに入った（I am telling you）とか（I assure 
you）が付加されている。Tanimori et al.（2012）の場合も，ネは付加疑問に対応させられているが
（2012: 270），ヨは英語の文末に you know とか I tell you が発話の一部として加わっている（2012: 




（英語 vocative）。しかし間投詞の oye も mira も呼びかけ機能を果たしているので，それらと区別す
るためにも，この訳語には工夫が必要であろう（たとえば「呼格語」）。
12） この語義が現代語の男性語であるヨ ６ となって残っているのではなかろうか。


















ACTA HUMANISTICA ET SCIENTIFICA
UNIVERSITATIS SANGIO KYOTIENSIS
HUMANITIES SERIES No. 48
MARCH  2015
19） この点も，現在，筆者の直感的な仮説にすぎない。
20） 日本語の談話における「相づち」と関連していると思われるからである。本稿の 1.2. を参照されたい。
「相づち」については，筆者は注 5 で指摘しているように，三好（2014: 25-28）で論じておいた。















24） 上田ほか（2004）のもの。mujer, venga, vamos は，その使用頻度の低さから本稿では省略する。
25） この表現は和西辞書の上田ほか（2004）にも含まれている。
26） 有本ほか（2001）のもの。¿no es así? は AJALT（3.3.2.3.）にも含まれている。
27） 上田ほか（2004）のもの。¿vale? は話し相手の了承を求めているので，ネの終助詞的機能とは異なる
ものとして，省略する。また，有本ほか（2001）の ¿(lo) ves? も頻度が低いので省略する（cf. 1.3.3.2.）。
28） 有本ほか（2001）も含めている。











 なお，筆者は三好（2012, 2013）などでスペイン語や日本語の「和らげ表現」（英語 mitigation，スペ
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The Japanese particles YO & NE and their Spanish correspondences
Jun-nosuke MIYOSHI
Abstract
In the Japanese language we call ‘particles’ the affixial words which are grammatically 
invariable. There are several postpositional particles, which add to the sentence, at the final 
position, the meanings of order, wish, doubt, emotion, emphasis, etc. Among them we can find 
YO and NE. In this article we study, about these two particles, the meanings in a Japanese 
dictionary, some conditions of the usage, their corresponding Spanish expressions in 
Japanese-Spanish dictionaries, the Japanese language texts for Spanish speakers, and a 
contrastive research between YO & NE and Spanish interjections. Then we propose a 
reasonable and unified hypothesis on the pragmatic function of these particles. Finally, we 
present a new series of functional contrasts between YO & NE and their corresponding 
Spanish expressions, prepared on the basis of the same hypothesis.
Keywords:  postpositional particle, interjection, allocentrism, discourse marker, UCHI-SOTO
